
 

  

 

 

 

2019年 9月 6日 

報道関係各位 

                             大 和 ハ ウ ス 工 業 株 式 会 社 

                            代表取締役社長 芳井敬一 

                              大 阪 市 北 区 梅 田 3 - 3 - 5 

  

「 大和ハウスグループ統合報告書 ２０１９ 」発行 

 

 大和ハウス工業株式会社（本社：大阪市、社長：芳井敬一）は、2019 年 9 月 6 日、「大和ハウスグループ統合     

報告書 2019」を発行しました。 

 

当社では、2016 年より「大和ハウスグループ統合報告書」を発行し、株主・   

投資家をはじめとしたステークホルダーの皆さまに、中長期的な企業価値向上を

目指す当社グループの事業展開を紹介しています。 

今回は、経営ビジョンにある「人が心豊かに生きる社会の実現」のために、  

事業面・社会面・環境面から取り組むべきマテリアリティ（経営課題）を特定。

マテリアリティの解決に向けた第 6次中期経営計画について、経営トップが当社

グループの取り組みや成長性を説明しています。 

ESG 投資が注目される中、当社は本書を株主・投資家の皆さまとのコミュ  

ニ ケーション・ツールとして活用し、引き続き建設的な対話を通じて、持続的

な成長を目指します。 

 

 

大和ハウスグループ統合報告書 2019 

●「大和ハウスグループ統合報告書 ２０１９」の概要 

第１章 大和ハウスグループの 

価値創造ストーリー 

世の中に役立つ「事業の推進」と事業を支える「基盤の強化」の好循環によって    

社会的な課題を解決する大和ハウスグループの価値創造プロセスを紹介し、将来像に

ついて説明します。 

第２章 第６次中期経営計画 「持続可能な社会」と「当社の持続的成長」を実現するために、この 3年間で取り組

む第 6次中計経営計画の基本方針や成長戦略を説明します。また、中長期的かつ安定

的に資本コストを上回る経済的価値を生み出すための資本政策について説明します。 

第３章 事業の推進 各事業における事業戦略や今後の取組みについて説明します。また担当役員による 

対談を通じて、第 6 次中期経営計画の重点テーマである「まちと住まいの再耕」   

について紹介します。 

第４章 基盤の強化 3 つの経営基盤（人財、顧客、技術・ものづくり基盤）における取組みやコーポ    

レートガバナンス体制についてご紹介します。また投資家と環境部長との対談を通じ

て、当社の環境への取組みをご説明します。 

 

■「大和ハウスグループ統合報告書 ２０１９」について： https://www.daiwahouse.com/ir/ar/ 

以  上 

 

お問い合わせ先 

広報企画室 広報グループ     06-6342-1381  

東京広報グループ   03-5214-2112 
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